マルク・シャガール　－版画の奇跡　無限大の色彩
東京・目黒区美術館　2014.04.12〜06.08
　「マルク・シャガール」（1887〜1985）は、厳格なユダヤ人の家庭に生まれ育ったが、活躍の場は「パリ」中心であり、幼少時から体験した部屋、時計、ランプ、机、村の通り、生家と屋根、街並みなどの作品を描いた画家である。
　画伯は、20Cに活躍した芸術家の中で、ただ一人悲劇と喜びに関心を持ち続け、“生きる喜び、陽気な機知、変わった空想”に満ちており、その技法は写真のような現実の記録ではなく“黒と白の構成から色彩が生まれるもの”である。
本展は、「シャガール」が油彩画と同様積極的に2,000点もの「版画」を手がけ、「版画を見せる/魅せる」という観点からその魅力を紹介する催である。
　20Ｃで最も美しい本とされる『ダフニスとクロエ』と『サーカス』のリトグラフ集には、20種以上もの多彩な色が使用されており、銅板で知られた初期作品『死せる魂』は、おしゃべりでユーモラスなモティーフが最大の魅力で、この二つを対比することで、“シャガールの版画そのものの魅力”を再考している。
  「シャガール」は、「サーカス」は身近で郷愁を誘うもので、“この世界のように過ぎ去り、溶けゆく魔法のようである道化師や女曲馬師が夢の世界に住みついている”とし、人間の娯楽や歓びの中で最も鋭い叫びであるとしている。　
　20Ｃ世紀の二大巨匠版画対決として、「パブロ・ピカソ─版画の線とフォルム─」が、町田市立国際版画美術館（2014.04.12〜06.15）での開催も注目される。
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　参照：河口湖「シャガール展」版画に綴る巨匠の心象風景
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